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 ドシメータ材料とは照射された放射線のエネルギーの一部を吸収・蓄積し，その後熱や光

などの外部刺激によって発光する物質であり，主に個人被ばく線量計に用いられている．ド

シメータ材料に求められる特性として，発光強度が高い，放射線量に対して発光強度が比例

関係にある，実効原子番号が人体軟組織に近いことなどが挙げられる． 

 Mg2SiO4は化学的に安定しており，物理的および機械的特性が優れているため多くの分野

で注目を浴びている物質である [1]．また実効原子番号が人体軟組織に近いため Mg2SiO4は

ドシメータ材料に適しており，発光中心元素を添加した放射線応答特性の研究が行われて

いる [2]．しかし Mg2SiO4のドシメータ特性に関する研究の大半は材料形態として多結晶が

用いられており [3]，単結晶を用いた検討がされていない．そこで本研究では Ce 添加

Mg2SiO4単結晶を作製し，そのシンチレーションおよびドシメータ特性の評価を行った． 

 Fig. 1 に 0.1, 0.5, 1%Ce 添加 Mg2SiO4に X 線を 1 Gy 照射した際の光刺激蛍光 (OSL) スペ

クトルを示す．なお，刺激波長は 600 nm とした．全サンプルにおいて 430 nm 付近に Ce3+

の 5d-4f 遷移に起因すると考えられる発光を確認した [4]．Fig. 2 に Ce 添加サンプルの OSL

線量応答特性を示す．0.5%と 1.0%Ce 添加サンプルにおいて 10 mGy 以上の線量において感

度を有することを確認した．  

  
Fig. 1 OSL spectra of 0.1, 0.5, and 1% Ce-doped 

Mg2SiO4 single crystals under 600nm stimulation 

after X-ray irradiation (1Gy).  

Fig. 2 OSL dose response functions of 0.1, 0.5, and 

1% Ce-doped Mg2SiO4 single crystals. 
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